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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 45,97 45,98 +0,01 45,30 +0,68

USD / BRL Spot BRL 2,3317 2,3579 +0,0262 2,2601 +0,0978

USD / JPY Spot JPY 107,13 108,37 +1,24 102,36 +6,01

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 59.115 59.108 -7 56.964 +2.144

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 142,3 138,8 -3,5 151,5 -12,7

Brazil 10yrs Gov. Bond % 11,50 11,49 -0,01 11,69 -0,20

DI Future Oct15（金利先物） % 11,40 11,42 +0,02 11,21 +0,21

3 Months US Dollar Libor % 0,234 0,234 +0,000 0,232 +0,002

CRB Index（国際商品指数） Index 284,4 284,1 -0,3 289,9 -5,8

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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昨日のドルレアルスポット相場は、ＦＯＭＣを控え様子見の展開が続いたものの、声明文において示された
将来の政策金利見通し（ドット）が上方修正されたことを受け、市場はドル買いで反応。レアルは下落し、
一時２．３６台前半を付けた。６０，０００の大台乗せを伺っていたボベスパ株式指数も、午後になると失速し、
前日とほぼ同水準での引けとなった。

注目のＦＯＭＣは、焦点となっていた「ｃｏｎｓｉｄｅｒａｂｌｅ ｔｉｍｅ（相当な期間）」との文言が維持されるとともに、
２０１４年・２０１５年の経済見通しも引き下げられるなど、全体としてハト派な内容となった。これを受け、ドル
は一時的に売りで反応。しかし、ＦＯＭＣメンバーが示す将来の政策金利見通し（ドット）が上方修正された
ため（２０１５年：１．１２５％→１．３７５％、２０１６年：２．５％→２．８７５％）、ドル買いが再び加速し、ドルレアル
は２０１４年３月以来となる２．３６台まで上昇した。また、政権交代への期待から上昇を続けていたボベスパ
株式指数も、足許では調整色が強まっている。現在の水準は今年３月の安値から３１％増に相当するが、
低迷する経済成長を考慮すると、目先の上昇に懐疑的になりやすい。当面は世論調査結果に一喜一憂
する展開が続くであろうが、ファンダメンタルズを冷静に判断する必要があろう。なお、本日はＤａｔａｆｏｌｈａの
公表が予定されている。


